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SUMMARY
In Anxiety Disorders, the perceived control of anxiety is considered to be a maintaining factor of anxiety 
symptoms. Recent studies focused on the clarification of the relationship among the perceived control of 
anxiety, cognitive factors, and behavioral factors. Present study examined the relationship between the 
perceived control of anxiety and trait anxiety. Correlation analysis suggested that the perceived control 
of anxiety was moderately associated with trait anxiety. Cluster analysis and ANOVA indicated that high 
perceived control of anxiety had the influence on lower trait anxiety. Based on these findings, it was suggested 
that high perceived control of anxiety may have the effect of the improvement of anxiety symptoms.
　不安障害においては，各疾患において認知モデルや認
知行動モデルが構築され，認知的要因や行動的要因が不
安症状の維持・増悪に関与することが指摘されている。
不安障害における認知的要因は，解釈・記憶・注意・反
すうなどの要因が挙げられ，これらは不安感情・安全確
保行動・生理的反応に関与するとされている。
　その中でも，不安のコントロール感（Perceived 
Anxiety Control）は，不安障害における症状の維持に関
与することが指摘されている。不安のコントロール感と
は，個人が不安反応をコントロールできるかどうかに関
する認知である。例えば，Barlow（2002）は，個人の
予期せぬ出来事に関する衝動的感情が，脆弱性の高まっ
た個人を不安障害に導くとしている。また，不安障害で
は，否定的な感情反応や身体反応に対する感情のコント
ロール感の欠如が共通して存在する，と指摘されている。
これまでに，いくつかの報告において，不安のコントロー
ル感により，不安の危険性の予測が調整されていること
が指摘されている（Barlow, 1991; Beck & Emery, 1985）。
　この不安のコントロール感の関与は，Hofmann & 
Barlow（2002）のモデルにより指摘されており，コン
トロール不可能な不安状況を繰り返し体験することで，
病理的な感情状態が形成されるとしている。SAD（Social 
Anxiety Disorder；以下 SAD とする）では，SAD 患者
や高社交不安者が社会的ストレスを感じたときに，不安
のコントロール感により，不安症状をコントロールでき
るかどうかが規定されると考えられる。Rapee（1997）
は，社会的状況において，不安のコントロール感と状況
における全般的な結果に関する脅威が，不安反応を予測
することを明らかにした。また，Hofmann（2005）は，
コストバイアスが SAD における不安症状に影響し，不
安のコントロール感がこの影響を媒介することを明らか
にした。この不安のコントロール感は，パニック障害
やパニック関連症状に関与することについても明らか
にされている（Sanderson, Rapee, & Barlow, 1989; 
White, Brown, Somers, & Barlow, 2006）。
　これらの研究から，不安のコントロール感は，不安障
害の症状に関与する媒介要因であると考えられる．これ
までに，本邦においては，城月・児玉・野村・足立（印
刷中）により SAD における検討が進められているものの，
基礎的な検討は十分になされていない段階にあるといえ
る。本研究では，不安の特性に着目し，不安のコントロー
ル感との関係性について検討を行うことを目的とした。
　
方法
調査対象
　調査協力に同意の得られた，大学生 302 名（男性
89 名，女性 201 名，不明 12 名；平均年齢 20.29 歳，
SD=2.62）を対象とした。なお，事前に研究参加は自
由意志であり，回答したデータは統計的処理を行い個人
が特定されないこと，研究終了後に得られたデータを破
棄することが伝えられた。
調査材料
1．State Trait Anxiety Inventory（以下 STAI とする）
　不安の特性を測定するために，STAI（清水・今栄，
1981） を 用 い た。STAI は，Spielberger, Gorsuch, & 
Lushene（1970）により作成された，状態不安と特性不
安を測定する心理尺度である。本研究では，調査対象者
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の特性不安を測定するため，T-form のみを用いた。STAI
は，高得点であるほど不安の特性が高いことを意味する。
2．不安のコントロール感尺度 （Perceived Anxiety 
Control scale；以下 PAC とする）
　不安のコントロール感を測定する尺度として，城月・
児玉・野村・足立（印刷中）によって作成された，PAC
を用いた。PAC は，回避・冷静・願望の 3 因子から構
成される。各因子のα係数は，.77 以上であり，高い
内的整合性が認められている。また，城月他（印刷中）
においては，SAD 患者と健常群の比較検討を行ってお
り，臨床的妥当性についても認められている。PAC では，
冷静因子のみ，高得点であるほど不安のコントロール感
が高いことを意味する。そのため，PAC の合計得点を
算出する際に，回避因子と願望因子は得点を逆算し，得
点が高いほど不安のコントロール感が高いように変換を
行った。
3．Tri-axial Coping Scale 24-item version（以下 TAC-24
とする）
　コーピングの測定に，神村・海老原・佐藤・戸ヶ崎・
坂野（1995）の作成した，TAC-24 を用いた。TAC-24 は，
24 項目 5 件法からなるストレスコーピングを測定する
尺度である。TAC-24では，「問題焦点―情動焦点」軸，「接
近―回避」軸，「認知的―行動的」軸の 3 つの次元から
ストレスコーピングを測定しており，8 つの下位因子で
構成される。本研究では，先述の上位 3 次元（問題解決，
問題回避，肯定的解釈）を分析の対象とした。TAC-24 は，
神村他（1995）により信頼性・妥当性が確認されている。
分析方法
　第一に，各尺度の記述統計量を算出した。第二に，各
尺度間の Pearson の積率相関係数を算出した。第三に，
PAC の各因子の反応パターンについて明らかにするた
めに，Ward 法によるクラスター分析を行った。最後に，
得られたクラスターを元に，STAI 得点について分散分
析を行った。
結果
　第一に，記述統計量について，Table 1 に示した。第
二に，各尺度間の Pearson の積率相関係数を算出した。
その結果，STAI 得点は，PAC の合計得点，PAC の各因
子，TAC の 3 次元との有意な弱い相関および中程度の
相関が認められた（Table 2）。
　第三に，PAC の各因子の得点を Z 得点に変換し，
Ward 法によるクラスター分析を行った。その結果，3
つのクラスターに解釈可能であると判断された。クラス
Table 1 　各尺度の記述統計量
Table 2 　各尺度間の相関係数
Table 3　クラスターごとの STAI 得点と分散分析の結果
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ターの特徴から，高コントロール群，中コントロール群，
低コントロール群と命名した。順に，不安のコントロー
ル感が高い，中程度，低いクラスターである。各クラス
ターの詳細については，Fig. 1 に示す。
　最後に，各クラスターを要因とし，STAI 得点を従属
変数とした 1 要因 3 水準の分散分析を行った。その結果，
有意な主効果が認められた（F（2, 299）=8.63, p<.01；
Table 3）。さらに，Scheffe 法による事後検定を行っ
た。その結果，高コントロール群は，中コントロール
群と低コントロール群の STAI 得点より有意に低かった
（p<.01）。しかし，中コントロール群と低コントロール
群に有意な違いは認められなかった（p=.71）。
考察
　本研究の目的は，不安の特性に着目し，不安のコン
トロール感との関係性について検討を行うことであっ
た。STAI と各尺度との相関係数については，有意な関
係性が認められた。しかし，PAC の合計得点と回避因
子以外は，STAI と弱い相関関係であることが指摘でき
る。城月他（印刷中）においても，PAC で測定される不
安のコントロール感は，各因子を総合した合計得点を用
いることが有用であると指摘されている。そのため，不
安の特性についても，同様に総合的に不安のコントロー
ル感との関係性を考慮することが必要になると示唆され
る。また，回避因子の STAI との関係から，不安をコン
トロールすることに対して回避的に反応することにより，
不安の特性が高まる可能性があると指摘できる。一方，
TAC-24 と STAI の相関が弱い値であったように，不安
の対処はストレスコーピングとの関係性はあるものの，
不安の低減の方略とは質的に異なる可能性が示唆される。
　次に，クラスター分析を用いた分散分析の結果，
STAI 得点は高コントロール群のみが有意に低かった。
また，中コントロール群と低コントロール群では，違い
が認められなかった。これらの結果を総合すると，不安
の特性の低減には，高い不安のコントロール感を有する
ことが求められると考えられる。
　本研究においては，いくつかの限界と展望が指摘でき
る。第一に，対象者についてである。本研究では，大学
生のみを対象とした。不安のコントロール感は，従来パ
ニック障害患者や SAD 患者を対象とした研究が取り組
まれている。本研究では，不安の特性に関して一般健常
者のみを対象としたが，今後の検討においては，臨床群
との比較を行うことで，その特徴をより理解できると考
えられる。
　第二に，詳細な心理学的側面に関する検討である。本
研究では，不安のコントロール感と不安の特性について
の関係のみを中心に検討したが，疾患ごとの特徴的認知
や行動にも焦点をあて，各要素との関係性についても明
らかにすることが求められる。例えば，Hofmann（2005）
は，SAD 患者の不安のコントロール感がコストバイア
スの SAD 症状への影響を媒介することをモデル検討に
より明らかにしている。今後の研究においては，他の維
持・増悪要因を加え，それらの関係性を明確にすること
も求められると考えられる。
　第三に，研究デザインに関してである。従来の不安の
コントロール感に関する研究は，横断的研究が中心で
あった。プロスペクティブデザインによる基礎的検討や，
実験的検討については，比較的知見が十分ではないこと
から，不安のコントロール感の変化や介入によるプロセ
スについても検討を行うことが求められるといえる。
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